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夏に向かってチャレンジ

初

心

者

カ

ヌ
ー

教
室

シ
ャ
ツ
、
シ
ャ
ッ
と
水
を
切
る
音
、
上
が
る

水
し
ぶ
き
、
初
め
て
カ
ヌ
ー
に
取
り
組
む
真
剣

な
顔
。
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
江
戸
川

で
松
戸
市
カ
ヌ
ー
協
会
主
催
の
初
心
者
カ
ヌ
ー

教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

近
ご
ろ
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
愛
好
者
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
反
映
し
て
か
、
人

気
は
上
々
。
以
前
は
年
配
の
人
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
が
、
若
い
人
の
参
加
が
年
々
多
く
な
っ
て

い
る
と
か
。

三
日
間
の
講
習
で
は
、
本
当
の
基
本
だ
け
。

一
人
で
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
の
川
を
自
由
に
下
れ

る
よ
う
に
な
る
に
は
、
三
年
く
ら
い
は
か
か
り

そ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
参
加
者
は
パ
ド

ル
を
手
に
、
び
し
よ
ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら
練
習

し
て
い
ま
し
た
。

「
カ
ヌ
ー
は
自
然
の
中
に
身
を
置
き
、
自
然

を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
楽
し
む
も
の
」

と
は
、
協
会
の
鹿
野
理
事
長
の
話
。

光
あ
ふ
れ
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
川
の
流
れ

に
乗
っ
て
、
川
面
に
近
い
位
置
か
ら
周
り
の
風

景
を
見
る
の
も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
松
戸
市
カ
ヌ
ー
協
会
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
鹿
野

さ
ん
容
4
4
-
Oア
5
1
番
へ

や
っ
て
み
る
と
難
し
く
思
う
よ

う
に
い
き
ま
せ
ん
ね
。

で
も
、
カ
ヌ
ー
か
ら
見
る
風
景

は
、
視
点
が
違
っ
て
お
も
し
ろ
い

も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松戸

真島 俊二さん
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と
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ゴ
ミ
ゼ
ロ

運
動
と
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

を
同
時
に
行
う
「
春
の
市
民
ぐ
る
み
で
ク
リ

ー
ン
デ
ー
」
を
、
5
月
3
0
日
面
に
行
い
ま
す
。

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
は
皆
さ
ん
の
周
り
の
公
園
・

道
路
な
ど
を
、
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
は

江
戸
川
河
川
敷
を
い
つ
せ
い
に
清
掃
し
ま
す
。

ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
街
づ
く
り
に
、
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で
き
れ
い
な
街
を

春
の
市
民
ぐ
る
み
で
ク
リ
ー
ン
デ
ー

環境美化運動

「ゴミゼロの日」

5
月
3
0日
㈲
を
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
」
と
決

め
、
関
東

周
辺
の
一
都
九
県
が
同
一
歩
調

を
と
り
、
統
一
美
化

運
動
を
行
い
ま
す
。

時
間
…
午
前
中
の
一
時
間
程
度

清
掃
範
囲
・
:町
内
会
の
公
共
ス

ペ
ー
ス

や
、
道
路
・
公
園
・
家
の
周
辺
な
ど

憇
清
掃
第
一
課
業
務
係

汰
家
庭
の

ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ご
み
は
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
・
「
燃
や
せ

な
い
ご
み
」
・
「
資
源
ご
み
」
に
分
別
を
。

江戸川クリーン大作戦

河
川
美
化
月
間
の
一
環
と
し
て

、
江
戸

川
沿
岸
の
各
市
町
村
が
同
一
歩
調
を
と
り
、

河
川
敷
の

清
掃
を
行
い

ま
す
。

時
間
…
午
前
9

時
~
1
0時

集
合
場
所
・
:地
図
上
の

⑥
~
⑨
の

地
点

清
掃
範
囲
・
:栗
山
取
水
場
と
松
戸
排
水

機

場
の
間
の
河
川
敷

熈
清
掃
部
管
理
課
庶
務
係

雨
天
の
場
合
は
、
と
も
に
6

月
6
日
面

に
延
期
に
な
り
ま
す
。

≒

みんなで参加しました(昨年の江戸川クリーン大作戦)

松戸市長選挙
日月20日日
みんなそろって
投票しましよう

任
期
満
了
に
伴
う
松
戸

市
長

選
挙
が
、
6
月
2
0日
㈲
に
行
わ

れ
ま
す
。

今
後
四

年
間
の
市
政
を
託
す

人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で

す
。

棄
権
せ

ず
、
み
ん
な
そ
ろ
っ
て

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
日

…
6
月
2
0日

㈲
午
前

7
時
~

午
後
6
時

投

票

で

き

る
人

昭
和
4
8年
6
月
2
1日

ま
で
に

生
ま
れ
、
平
成
5

年
3

月
1
2日

ま
で
に
松
戸
市
に
転
入
届
を
し
、

引
き
続
き
居
住
し
て
い

る
人

。

投

票

は

記

号

式

こ

の
選
挙
は
、
記
号
式
投
票

(
投
票
記
載
台
に
備
え
付
け
の

○
記
号
印
で
、
支
持
す
る
侯
補

者
の
所
定
欄
に
印
を
押
す
方
法
)

で
行
い
ま
す
。

不

在

者

投

票

投
票
日
当
日
、
会
社
の
出
張
、

出
産
予
定
、
旅
行
等
の
や
む
を

得
な
い

事
情
の
た
め
投
票
で
き

な
い
人
は

、
不
在
者
投
票

が
で

き
ま
す
。

期
間
・
時
間
…
6

月
1
3日
㈲

~
6

月
1
9日
出
・
午
前
8
時
3
0

分
~

午
後
5

時

場
所
…
市
役
所
本
館
二

階
大

会
議
室
(

支
所
で
は
で
き
ま
せ

ん
)郵

便

投

票

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
身
体

に
重
度
の

障
害
が
あ
る
人
は

、

郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票

が
で

き
ま
す
。

こ
の

場
合

、
選
挙
管
理
委
員

会
に
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
交

付
申
請
が
必
要
で
す
。

投
票
方
法
…
投
票
用
紙
と
投

票
用
封
筒
を

請
求
す
る
た
め
の

請
求
書
に

署
名
し
、
郵
便
投
票

証
明
書
と
と
も
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い

。

既
に
、
郵
便
投
票
証
明
書
の

交

付
を

受
け
て

い

る
人
に

は

事
前
に
お
送
り
し
ま
す
。

請
求
期
限
・
:投
票
日
前
四
日

(
6
月
1
6日
困
)

ま
で

蠢
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
市
役
所
内
)

江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
会
場

八
柱
駅
~

小
金
原
間
の
バ
ス
路
線
が
運
行
開
始

総
合
公
園
「
2
1世
紀
の
森
と

広
場
」
の

開
園
に
合
わ
せ
て
、

八
柱
駅
か
ら
都
市
計
画
道
路
三
・

三
・
七

号
線
を
通
り
、
総
合
公

園
を
経
由
し
て
小
金
原
団
地
ま

で

の
バ
ス

路
線
が
、
運
行
開
始

と
な
り
ま
し
た
。

公
園
と
博
物
館
は
「
公
園
中

央
口
」
、
中
央
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

は
「
第
三
小

学
校
」
が
最
寄
り

の
停
留
所
に
な
り
ま
す
。

公
園
に

来
園
す
る
に

は
、
自

然
環
境
保
護
の
た
め
、
な
る
べ

く
鉄
道
・
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

憇
新
京
成
バ
ス
松
戸
営
業
所
{一一

8
7
-
0
3
8
8
番
、
市
交
通
計

画
課

運行区間と停留所八柱駅南口発時刻表

小金原団地行き

時 平 日 休 日

6 003452 1555

7 082545 45

8 022340 30

9 00173555 1050

10 30 25

11 042855 0540

12 29 2055

13 0255 30

14 30 0542

15 20 30

16 1549 1549

17 27 27

18 0240 0240

19 1755 1755

20 28 28

21 01 01

床
下
薬
剤

散
布
(
6

月

分
)
(
)

は
午
後
に
実
施

2
9㈲
2
8側
2
5廁
2
4附
2
3團
2
2㈲
2
1側
1
8働
1
7困
1
6團
1
5関
1
4側
1
1廊
扣
附
8
㈲
7
側
4
廁
3
困
2
團

6
/
1

㈲

日

程

上
本
郷
第
一

稔
台
第
八
・
第
九
・
(
稔
台
第
六
)

稔
台
第
二
・
第
五
・
第
十
・
稔
台
南
・
(
稔
台
第
七
)

稔
台
第
一
・
第
三
・
第
四
・
(
八
柱
造
成
地
)

栄
町
七
丁
目
・
八
丁
目

栄
町
三
丁
目
・
四
丁
目
・
五
丁
目

栄
町
一
丁
目
・
二
丁
目
・
相
模
台

古
ケ
崎
新
田
・
北
松
戸

古
ケ
崎
新
田

古
ヶ
崎
本
田
第
一
・
第
二

栄
町
六
丁
目
・
古
ケ
崎
本
田
第
三

栄
町
西
・
栄
町
坂
川

上
本
郷
第
三

上
本
郷
第
二

松
戸
新
田
第
一
・
松
戸
新
田
東

松
戸
新
田
第
四
・
仲
井
町

緑
ヶ
丘
第
一
・
第
二
・
胡
録
台
大
畑

松
戸
新
田
第
五
・
第
六
・
寒
風
台
・
(松
戸
新
田
み
な
づ
き
・
さ
つ
き
会
)

胡
録
台
第

∇

第
二
・
第
三
・
第
四
・
第
五
・
胡
録
台
高
見

上
本
郷
松
郷
・
河
原
塚
南
・
(
河
原
塚
南
山
)

散
布
町
会
(
自
治
会
)

※
雨
天
の

場
合
は
延
期
し
ま

す
。
延
期
分
の
日
程
に
つ
い
て

は
改
め
て

広

報
ま
つ

ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
通
風
口
の

周
り
に
物
を
置

か
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

黯

生

活

環

詭

課

環
境

衛

生

係



き
れ
い
な
川
を
つ
く
ろ
う

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
と

補
助
金
が
出
ま
す

市
内
の
一

部
地
域

生
活
排
水
に
よ
る
河
川
の
水

質
汚
濁
は
、
松
戸
市
だ
け
で
な

く
全
国
規
模
で
問
題
に

な
っ
て

い
ま
す
。

本
市
で

は
、
河
川
の

水
質
汚

濁
原
因
の

う
ち

、
生
活
排
水
に

よ
る
も
の

が
約
八
六
%

を
占
め

て
い
ま
す
。
生
活
排
水
を
浄
化

す
る
抜
本
的
対
策
は
、
も
ち
ろ

ん
下

水
道
の
整
備
で

す
。
し
か

し
、
下

水
道
が
完
備
す
る
ま
で

に
は
長
い
期
間
と
膨
大
な

費
用

が
か
か
り

、
そ
の
間
に

も
市
内

河
川
の
汚
れ
は
進
み

ま
す
。

河
川
の
水
質
浄
化
を
進
め
る

た
め
に

は
、
下
水
道
の
整
備
と

と
も
に
、
生
活
排
水
を
浄
化
す

る
一
時
的
な
対
策
も
必
要
で

す
。

市
で

は
こ
の
対
策
と
し
て
効

果
的
な
、
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」

の
設
置
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

市
内
の

一
部
地
域
で

、
こ
の

浄

化
槽
を
設
置

す
る
人
に

設
置

費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

合

併

処

理

浄

化

槽

と

は

市
が
設
置
を
促
進
し
て
い

る

合
併
処
理

浄
化
槽
は
、
し
尿
と

雑
排
水
(
台
所
、
洗
濯
、
ふ
ろ

の
排
水
な
ど
)
の
両
方
を
合
わ

せ
て

処
理
し
、
処
理
能
力
も
非

常
に
高
い

も
の
で
す
。
こ
の
た

め
、
単
独
処
理
浄
化
槽
と
比
べ

る
と
、
そ
の
汚
れ
の
量
は
八
分

の
一
に
な
り
ま
す
。

補

助

制

度

の

概

要

補
助
対
象
地
域
・
:真
間
川
流

域
で
、
江
戸
川
左
岸
流
域
下
水

道
松
戸
幹
線
、
市
川
幹
線
の
う

ち
で
、
次
の
地
域

①
初
富
飛
地
、
串
崎
南
町
の
各

字
の
全
域

②
日
暮
、
田

中
新
田
、
松
飛
台
、

串
崎
新
田
、
紙
敷
、
河
原
塚
、

和
名
ヶ
谷
、
大
橋
、
秋
山
、
高

塚
新
田
、
五
香
六
実
の
各
字
の

一
部
の

地
域

補
助
の

条
件
・
:専
用
住
宅
、

共
同
住
宅
、
店
舗
併
用
住
宅
(
た

だ
し
、
居
住
部
分
が
二
分
の
一

以
上
の

も
の
)
な
ど
に
、
五
～
五

十
人

槽
の

合
併

処
理

浄
化
槽

(
補
助
対
象
浄
化
槽
に

条
件
が

あ
り
ま
す
)
を
設
置
す
る
こ

と

な
ど
。

※
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
、
既

存
の

浄
化
槽
を
、
合
併
処
理

浄

化
槽

に

変
更

す

る
場
合

も
、
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

補
助
金
の
限
度
額
・
:
左
上
表

の
と
お
り

補
助
金
の
申
請
な
ど
…
こ

の

補
助
金
を
受
け
る
に
は
、
設
置

前
に
申
請
が
必
要
で

す
。
市
で

は
工
事
内
容
を
確
認
し

た
う
え

で
補
助
金
額
を
決
定
し

、
交
付

し
ま
す
。
対
象
地
区
内
で
、
浄

化
槽
を
設
置
す
る
予
定
の
人

は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

浄化槽の大きさ 補助金の限度額

5人槽

6人檣

7人槽

B人槽

9人槽

10人檣

11~20人檣

21~30人槽

31~50人槽

600,000円

700,000円

800,000円

900,000円

1,000,000円

1,100,000円

1,854,000円

3,296,000円

4,326,000円

き れいな川、気持ちがいいね

児
童
手
当

児
童
手
当
6
月
期
分
(
2
月

~
5
月
分
)
を
指
定
預
金
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
6
月

1
0日
悧
以
降
に
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

対
象
…
①
現
況
届
を
期
間
内

に
提
出
し
、
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人
②

平
成
4
年
6
月
以
降
、
新
規
に

認
定
さ
れ
た
人

6
月
期
分
を

振
り
込
み
ま
す

児

童

手

当

の

申

請

児
童
手
当
は
、
一
人
目
の
子

供
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

要
件
…
平
成
3

年
1
月
2

日

以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
を
養
育

し
て
い
る
こ

と
(

所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
)

支
給
額
…
月
額
五
千
円
(

申

請
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
)

受
付
窓
口
:
援
護
課
・
市
民

課
・

各
支
所

現

況

届
(
更

新

手

続

き
)
を

お

忘

れ

な

く

児
童
手
当
を
受
け
て
い

る
人

は
、
毎
年
6

月
中
に
「
児
童
手

当
現
況
届
」
を
提
出
し
て

く
だ

さ
い

。

こ
れ
は
、
毎
年
6
月
1
日
の

状
況
に
よ
り
、
児
童
手
当
を
引

き
続
き
受
給
で

き
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

現
況
届
の

提
出
が
な
い

と
、

6
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で

、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
現
在
、
受
給
し
て
い
る
人
に

は
、
現
況
届
の
用
紙
を
送
り

ま
す
。

受
付
期
間
・
:
6
月
1
日
~
6

月
3
0日
(

土
・
日

曜
日
と
6
月

9
日

圉
を
除
く
)

受
付
窓
口
:
援
護
課
・
各
支

所顏
援
護
課
援
護
係

人権を大切に

お気軽にご相談ください

憲
法
に

も
う
た
わ
れ
て
い
る

と
お
り
、
基
本
的
人
権
は
、
人

が
平
和
に
生
き
る
た
め
の
最
も

大
切
な
権
利
で

す
。

互
い
の
人

権
を
尊
重
し

、
明

る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

、

人
権
擁
護
委
員
が
活
躍
し
て
い

ま
す

。

人

権

を

守

る

人

権

擁

護

委

員
毎
年
6

月
1
日
は
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の

基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
見
守

る
、
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
見

張
り
役
で

す
。

本
市
に
も
、
左
表
の
人
権
擁

護
委
員
が
い
て

、
皆
さ
ん
の

ご

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

人

権
相
談

特
設
相
談
日
時
・
会
場
:
市

役
所
本
庁
=
第
一
～
第
四
金
曜

日
、
小
金
市
民
セ
ン
タ
ー
=
第

一
火
曜
日
、
常
盤
平
支
所
=
第

一
水
曜
日
、
小
金
原
市
民
セ
ン

タ
ー
=
第
一
木
曜
日
、
い
ず
れ

も
午
前
1
0時
~
午
後
3
時

寮
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
広
報
ま
つ
ど
偶
数

月
の
2
0日
号
に
掲
載
の
相
談

案
内
を
ご
覧
に
な
る
か
、
事

前
に
電
話
を
。

法
務
局
松
戸
支
局
の
相
談
…

休
日
・
土
曜
日
を
除
く
毎
日
、

午
前
9
時
~
午
後
5
時

圜
援
護
課
庶
務
係

人権擁護委員( 敬称略)

氏 名 住 所 電 話

島 村芳 子 仲井町2-128-2 62-5286

有 坂 星 子 金ケ作306 8アー5055

和 田 康男 松戸新田18-4 62-7853

永 井修 洋 松戸1900 62-2904

谷 口 充 徳 中金杉2-20 42-7925

高橋むつき 上本郷2334-6 67-1404

鈴 木 一 夫 ⊃ン木144-2 41-0192

瀧田泰 子 上本郷3730 62-2683

あ
な
た
の
健
康

褥
瘡
(
と
こ
ず
れ
)

今

後

、

高

齢
化

が

進

む
に

つ

れ

て

、

家

族
の

介

護

を

必
要

と

す

る

寝

た

き
り

の

お

年

寄
り

が

多
く

な

る

と

思
わ

れ

ま

す

。

長

い

間

寝
た

ま

ま
で

、

自

力

で

起

き

上

が
る

こ

と

が
不

可

能

に

な

る

と

、

体
に

加

わ

る
圧

力

を

均

一

に

保
つ

こ

と

が
で

き

な

く

な

り

、

筋
肉

や

脂

肪

組

織
な

ど

の

緩

衝

物
の

少

な
い

骨
の

突

出

部

位
で

は

、

硬
い

骨
の

下

敷

き
と
な
っ
た
皮
膚
や
皮
下
組
織

は

強

く

圧

迫
さ

れ

、

血
液

の

流

れ

が
悪

く

な

り

ま

す

。

こ

の

血
行

障

害

が
二

時

間

以

上
続
く
と
褥
瘡
の
発
生
を
み
る

よ

う
に

な

り

ま

す

。
と

く

に

、

寝

た

ま
ま

で

圧

迫
を

受

け

や

す

い
腰
、
仙
骨
部
、
肘
(
ひ
じ
)
、

膝
(
ひ

ざ
)
、
肩

甲
骨

部

、
踝
(
く

る
ぶ

し
)

な

ど

が
好

発

部

位
と

な
り

ま

す

。

そ

の

症

状

は

ま

ず
表

皮
の

欠
損

は

な
い

が

発

赤
が

は

っ

き
り

見

ら

れ

る

状

態
か

ら

始

ま
り

、
つ

い
で

水

泡

形

成

、

さ

ら
に

表

皮

の

欠

損
ま

で

進

み

、

び
ら

ん

や

浅
い

潰
瘍

(
か

い

よ

う
)
を
つ

く

り

ま

す
。

こ

の

程

度
の

症

状
で

は

、
医

師

の

指

導
で

自
宅
で

の

治
療

が

可

能
で

す

。
し

か

し

さ
ら

に

潰

瘍

が

皮
下

脂
肪

層

ま
で

進
み

、

と

き

に

筋
肉

、

骨

ま
で

に

及

ぶ

と

局

所

療
法

だ

け
で

は

治
療

は

難
し

く

、

専
門

的

外

科
手

術

が

必

要
と

な

り

ま

す

。

予

防

に

つ

い

て

ま

ず
褥

瘡

の

発
生

は

、

全

身

の
栄
養
状
態

が
深
く
関
係
し
て

い
る
た
め
、
囗
か
ら
の

栄
養
の

補
給
を
十
分
に
行
う
こ
と
は
い

う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん

。

つ

ぎ
に
体
表
に
か
か

る
圧
力

を
均
一
に
分
散
さ
せ

る
た
め
、

エ

ア
ー
マ
ッ
ト
の
使
用

が
有
効

で

す
。
し
か
し
、
エ
ア

ー
マ
ッ

ト
を
使
用
し
た
と
し
て

も
、
一

日
数
回
の
体
位
交
換
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

シ
ー
ツ
類
、
紙
オ
ム
ツ
な
ど

は
吸
湿
性
、
殺
菌
性
の

高
い
も

の
を
選
び
、
皮
膚
に
直
接
触
れ

る
ね
ま
き
は
柔
ら
か
い
も
の
で

洗
濯
の

り
の
き
い
た
も
の
は
避

け
ま
す
。

ス
キ
ン
ケ
ア
の
た
め
の
入
浴

や
シ
ャ
ワ
ー
は
、
週
一
～
二
面

程
度
は
行
い

、
毎
日
ひ
ん
ぱ
ん

に

全
身
を
き
れ
い
に
ふ
く
こ
と

も
必
要
で

す
。

ふ
く
と
き
に
は
皮
膚
が
擦
れ

な

い
よ

う

に
十

分
に

気
を
つ

け
、
ア
ル
コ

ー
ル
や
消
毒
剤
な

ど
よ
り
、
温
湯
で
行
う
の
か
よ

い
で

し
ょ
う
。

ま
た
、
皮
膚
の
血
行
促
進
の

た
め
、
健
康
な
部
位
は
日

光
浴

や
赤
外
線
照
射
、
オ
イ
ル
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
、
一
日
三
十
分
く

ら
い

行
う
の
が
、
予
防
処
置
と

し
て
は
有
効
で

す
。

褥
瘡
は
大
変
難
治
性
の
病
変

に
な
り
や
す
い
の
で
、
皮
膚
の

状
態
に
十
分
に
気
を
つ
け
、
で

き
る

だ
け

つ

く
ら

な
い
よ

う

に

、
毎
日
注
意
深
く
介
護
を
し

た
い
も
の
で

す
。

(
松
戸
市
医
師
会
)



市長の窓
千
葉
大
園
芸
学
部
は

、
松

戸
市
民
の
誇
り
と
す
る
教
育

の
場
で

す
。
古
く
は
、
大
勢

の
学
生
が
市
民
の
家
に
寄
宿

す
る
な
ど
し
て

、
学
生
と
市

民
と
は
強
い
絆
(

き
ず
な
)

で

結
ば
れ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
千

葉

大

園

芸

学
部

の
農
場
が
手
狭
に
な
り
、
柏

市
の
ト
ム
リ
ン
ソ
ン
基
地
跡

に
移
転
す
る
こ
と
が
、
十
年

ほ
ど
も
前
か
ら
話
題
と
な
っ

て
い

ま
し
た
。
大
学
そ
の
も

の
の
移
転
に
は
松
戸
市
は
反

対
で

す
が
、
手
狭
と
な
っ
た

農
場
の

拡
張
の
た
め
の
移
転

ま
で
反
対
す
る
わ
け
に
は
ま

い
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
市
と
し
て

は

移
転
後
の
跡
地
を
ど
う
利
用

す
る
か

が
重
大
な
関
心
事
で

す
。

松
戸
在
住
の
国
会
議
員
の

先
生
方
の
ご
協
力
を
得
て
、

国
有
財
産
を
管
理
す
る
大
蔵

省
に
対
し
働
き
か
け
て
き
た

結
果
、
国
は
、
こ
の
土
地
を

国
家
公
務
員
の
宿
舎
の
建
設

用
地
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

市
と
し
て

は
、
国
家
公
務

員
の
宿
舎
用
地
と
し
て

活
用

す
る
こ
と
に
反
対
で

は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
の
土
地

は
五
万
四
千
平
方
㍍
も
あ
る

広
大
な
土
地
で

、
し
か
も
大

学
設
立
時
に

は
松
戸
市
民
が

提
供
し
た
土
地
で
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
こ
の
土
地
の
二
分

の
一
程
度
は
、
松
戸
市
民
の

た
め
の
施
設
建
設
用
地
と
し

て
地
元

に
払
い
下

げ
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
か
ね
て
か

ら
大
蔵
省
に
陳
情
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

約
十
年
に
も
及
ぶ
陳
情
の

結
果
、
橋
本
大
蔵
大
臣
時
代
、

よ
う
や
く
に
し
て

、
こ
の
土

地
の
二
分
の
一
程
度
は
公
務

員
宿
舎
と

す
る
が
、
残
り
二

分
の
一
は
松
戸
市
ま
た
は
千

葉
県
の

計
画
が
良
け
れ

ば
、

払
い
下

げ
に
応
じ
て

も
よ
い

と
の
方
向
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

市
に
と
っ
て
は
大
き
な
前

進
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
価
高
騰
の

折
で

あ
り
、
払

い
下

げ
価
格
は
膨
大
な
金
額

と
な
り
ま
す
。
財
政
上
市
の

力
だ
け
で

は
無
理
も
あ
り
、

県
と
も
話
し

合
い
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

県
は
、
東
葛
地
区
に
県
の

五
ヵ
年
計
画
に
基
づ
い
て
防

災
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

地
震
そ
の
他
の
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
防
災
の
拠
点

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た

防
災
の
た
め
の
資
材
の

備
蓄

や
、
県
民
へ
の
P
R

の

施
設

な
ど
も
建
設
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
施
設
が
松
戸
市
に

造
ら
れ

る
の
は
、
力
強
い
こ
と
で
あ

り
、
時
宜
を

得
た
も
の
で
す
。

そ
こ
で
我
々
と
し
て
は
、

こ
の
施
設
を
こ
の
地
に
県
が

設
置
す
る
よ
う
要
請
を
い
た

し
ま
し
た
。

幸
い
県
も
そ
の
要
請
を
受

け
入
れ
、
約
一
万
平
方
㍍
の

土
地
を
県
の
防
災
セ
ン
タ
ー

用
地
と
す
る
こ

と
を
了
承
し
、

平
成
5

年
度
予
算
に
土
地
購

入
費
を
予
算
化
し
て
く
れ
ま

し
た

。

ま
た
、
現
松
戸
警
察
署
の

用
地

も
狹
く
、
そ
の
拡
張
と

新
築
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た

が
、
県
は
園
芸
学
部
わ
き
の

国
道
六
号
線
沿
い
の
こ
の
土

地
約
六
千
平
方
㍍
を
警
察
署

移
転
用
地
と
し
て
充
て
る
こ

と
に
し
、
同
様
新
年
度
に
予

算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

市
は
か
ね
が
ね
こ
の
土
地

を
、
体
育
施
設
建
設
用
地
と

し
て
利
用
し
た
い

と
、
大
蔵

省
に
要
請
し
て

き
て
お
り
ま

し

た
の
で
、
県
と
も
協
議
し
、

市
の
財
政
状
況

も
勘
案
し
て

約
一
万
平
方
㍍
の
払
い
下
げ

を
受
け
る
こ
と
と
し
、
平
成

5
年
度
予
算
に

は
土
地
購
入

費
と
し
て
、
約
二
十
五
億
円

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
計
画
を
早
急
に

実
現
し
た
い
と

考
え
、
目
下
、

県
・
市
共
同
し
て

、
大
蔵
省

に
対
し
要
請
を
続
け
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
感
触
は
良
好

で
す
。
今
年
度
中
に
は
何
と
か
払

い
下
げ
を
受
け
、
防
災
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
、
計
画
し
た

施
設
が
一
日
も
早
く
完
成
す

る
よ
う
、
十

年
に
及
ぶ
運
動

の
成
果
を
実
ら
せ
た
い
と
存

じ
ま
す
。

県
立
防
災
セ
ン
タ
ー
の
誘
致宮
間
満
寿
雄

移転が予定されている干葉大園芸学部

委
嘱
を
受
け
る
委
員
の
皆
さ
ん

市

政

協

力

委

員

を

退

任

さ

れ

た

人

(
委
員
歴
三

年
以
上
)

▽
本
庁
・
=青
木
敬
子
・
松
浦

義
二
・
西
川
泰
久
・
内
藤
康

二
・
岡
田
晴
一
郎
マ
明
第
一

・
・
永
落
竹
一
・
森
茂
・
町
田

寛
・
亀
山
友
義
・
椿
壽
一
▽

明
第
二
・
:橋
本
実
・
斉
藤
祟

成
マ
矢
切
…
近
藤
正
ニ
マ
東

部
:
小
西
重
改
▽
常
盤
平
・
:

齊
藤
要
三
・
高
橋
寳
ワ
五
香

六
実
=・
金
井
末
吉
・
三
嶋
ま

す
み
・
平
田
重
人
・
神
田
梅

吉
郎
マ
常
盤
平
団
地
…
岩
田

奈
津
マ
小
金
:
太

田
正
美
・

鈴
木
靖
八
・
加
藤
勇
マ
小
金

原
=
・
鈴
木
成
一
・
後
藤
信
夫

マ
新
松
戸
・
:萩
原

政
次
・
村

上

保
洋
・
田
中
昭
(
敬
称
略
)

蠢
地
域
振
興
課
振
興
係

女
性
の
つ
と
い
'
9
3
実
行
委
員
を
募
集

昨年は手づくりのミュージカル「花子は花子」を市民劇場で上演し、

大好評でした(写真は練習風景)

「
松
戸
市
女
性
の
つ

ど
い
」

は
女
性
問
題
解
決
を
目

指
し
て
、

性
の
違
い

、
世
代
の
違
い
を
超

え
て

語
り
合
う
広
場
で
す
。

「
つ

ど
い
」
の
企
画
・
運
営

に
参
加
し
て

み
ま
せ

ん
か
。
新

し
い
自
分
が
発
見
で
き

る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

※
前
回
の
つ

ど
い
の
報
告
集
を

ご
希
望
の
人
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

対
象
・
:市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

匣
5
月
3
1
日
㈲
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・

「
実
行
委
員
に

応
募
」
と
記
入
し

て
〒
2
7
1
松
戸
市
本
町
一
四
-

一

〇
婦
人

会
館
内
女
性
課
(

≪
6
2

-
5
6
9
5

番
)
へ

5

月

は

特

別

土

地

保
有

税

(
保

有

分
)
の

申

告

納

付

月

対

象
と
な
る
土
地
①
昭
和
4
4

年
1
月
1
日
以
後
に
取
得
し
た

土
地
(

市
街
化
区
域
内
に
所
在

す
る
土
地
以
外
の
土
地
で
、
所

有
期
間
か
十
年
を
超
え
る
土
地

を
除
く
)

を
、
平
成
5

年
1
月

1
日
現
在
、
市
内
に
一
定
の
要

件
で
五
千
平
方
㍍
(
昭
和
6
1
年

1
月
1
日
以
後
に
取
得
し
た
土

地
に
つ
い
て
は
、
一
千
平
方
㍍
)

以
上
の
土
地
を
保
有
し
て
い
る

個
人
お
よ

び
法
人
②
①
以
外
の

も
の
で

昭
和
5
7年
4
月
1
日
か

ら
平
成
3

年
1
月
1

日
ま
で
の

問
に
、
市
街
化
区
域
内
に
三
百

三
十
平
方
㍍
(
昭
和
6
3
年
3
月

3
1日
ま
で
の
間
に
取
得
し
た
土

地
に
つ
い
て
は
、
五
百
平
方
㍍
)

以
上
の
一
団
の
土
地
を
取
得
し

て
い
て

、
平
成
5
年
1

月
1
日

現
在
、
住
宅
を
建
て

る
な
ど
の

有
効
利
用
を
せ
ず
に
保
有
し
て

い
る
個
人
お
よ
び
法
人

税
額

土
地
取
得
価
額
に
、

丁

四
%

を
乗
じ
た
額
か
ら
、
固
定
資
産

税
相
当
額
を
控
除
し
た
額

申

告
納
付
期
限
5
月
3
1日
囲

残
税
制
課
諸
税
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

お
も
ち
や
の
図
書
館

開 館 日 時 間 会 場

第2 ・4 水曜日 午後1 時~4時

市社会福祉
囹議会

第1 ・3 土曜日 午後○時30分~3時30分

(第2 ・4 土曜
日はハンデ

ィのある子どものみ対象)第2 ・4 土曜日

●おもちゃを通じて、お田さんや友達とのコミュニケーション

を深めます
。おもちゃの貸し出しもしています。

圃市社会 福祉 協議会酋68-0503 番

土

屋

文

化

振

興

財

団

に

よ

る

助

成

の

ご
案

内

対
象
県
内
在
住
ま
た
は

、
県

内
で
活
躍
し
て
い

る
個
人
・
団

体

助
成
分
野
基
礎
医
学
、
伝

統
芸
能
・
伝
統
技
芸
、
音
楽
・

演
劇
、
絵
画
・
工

芸
・
彫
刻
、

ス
ポ
ー
ツ

助
成
金
額
五
十
万

円
～
百
万
円

募
集
期
間
6

月

1
日
脚
~
8

月
2
0日

窗

蠢
卵
土
屋
文
化
振
興
財
団
四
6
4

-
3
6
8
9

番

児
童
扶
養
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
者
等
福
祉
手
当
の
額
改
定

4
月
か
ら
左
表
の

額
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

※
郵
便
局
受
給
者
に
は
、
後
日

通
知
し
ま
す
。

蠢
児
童
扶
養
手
当
=

援
護
課
援

護
係
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
障
害
者
等
福
祉
手
当
=
し

あ
わ
せ
課
給
付
係

障
害
者
に
理
解
を

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

手 当
旧

(改定前)
新
(改定 後)

児童扶養手当
(全部) 38,220円 38,860円

児童扶養手当
(一部) 25,590 26,010

9 讐? ゛ 46,390 47,160

特別児童扶養手当
(2 級) 30,930 31,4∠10

特別障害児手当 24,230 24,630

障害児福祉手当 13,180 13,390

福 祉 手 当 13,180 13,390

市
役
所
の
土
曜
閉
庁

市

役
所
は
、
一
部
の
施

設
を

除
き
、
毎
週
土

曜
日

閉
庁
し
ま
す

。
市
立
病
院
外
来
も
、

毎
週
土
曜
日

は
休
み
ま
す

。

市
政
協
力
委
員
を
委
嘱

地域と行政をより密接に

市民生活の向上と市政の発展の

大きな力になっている市政協力

委員の委嘱式が、4 月22日、

市民会館で行われました。

委員の任期は2 年間で、

世論の取り次ぎや行政の

お知らせなど、市行政

と地域の重要なパイ

プ役となります。

皆さんの地域

の市政協力委

員をご紹介

します。

〔

本

庁

地

区

〕

マ

平

潟

…

高
橋

友

次

マ
納

屋

川

岸

…
石

井

賢

ニ

マ

本
町
・
:
倉

田

晧

・
稲

葉

八

朗

マ

ー
丁

目

向

山

下
=

原

田

光

治

マ
二

丁

目
・
=
原

田

實
・

渡

辺

輝

雄

昌

子

目
西

・
=
出

羽

生

辰
正

・

②
松

戸

武

・

閣

常
盤

緋

佐
子

マ

三

丁

目

東
=
・

山
浮
ヶ
谷
俊
雄
・
閇
松
戸
高
治
・

即

関

兼

雄

・

㈲
福

原

和

枝

▽
松

戸

山

下

…

鈴
木

利

之

・

高
力

寛

三

万

陣

ケ
前
・
・・
初
野

三

代

子

・

松
戸

米

造

・
川

井

定

夫

マ

宮
前

町
・
:
山

岡
田

激
・

廣
瀬

芳

男
・

闇

西

川

光

写

角

町
=
・
渋

木

元

吉
・

大
塚

晃

平

・

山
内

敏

夫

・

東

野

孝

清
マ
下

横

町
・
=
大

貫

忠

宏

▽

小
山
=
・
松

浦

和
雄

・
山
田

英

夫

・
剛

梅

沢

勝
三

郎

・

個
中

野

叔
江

・
個

横
尾

政
治

・

㈲

青

木
孝
・
闇
檜
山
福
次
・
㈲
吉
田

恒

夫

・

閇

笹

山

脩
馬

・

㈲
八

木

下

留

美

子

・
㈲

上

山

節
子

・
㈲

太
田

昌

志

・
皿

朝

生

敬
三

郎
・

茴

高

橋
秀

文

〔

明

第

一

地

区

〕

マ
松
戸
新
田
よ
渋
谷
孝
(
柬
)
、

稲

本

光
義

・
(
仲
井

町
)
高

橋

一

郎

・

㈲
高

橋

巌
・
㈲
野

尻

幸

男
・

㈲

鈴

木
三

郎

・
(
寒

風

台
)
黒

田

幸

夫

マ
稔

台
・
=
大

井

藤

一

郎

・

山

古

島

久

芳

・

②
川

内

博

・
即

大

津

浅
吉

・

㈲

立
入

政

・
面

杉

美

律

・

㈲
内

田

敏

郎

・
閇

大
木

克

夫

・

⑧

坂

本
儀

三

郎

・
㈲

田

中
美

智
子

・

膕
杉

内

広

・
(
南
)

福

田

八

重
子

マ
胡

録

台

…
剛

判

田

襄

・

②
清

水
保

久

・

③
影

山

勲

・

㈲
稲

葉

利

治

・

⑤
森

上

多

蔵

・
(
高
見
)
小

室
元

・
(
大

畑
)

松

尾

三
喜

マ

相
模

台
=
・
木

下

正

雄

マ

岩
瀬

…

飯
尾

勇

・
細

井

綏

男

マ

旭

ヶ
丘
・・
・
湯

浅

芳

雄

マ
小

根

夲

・
・
森
谷

二

三

雄

マ
緑

ヶ
丘

=
・
秋

本

勝

造

マ
根

本
・
=
印

鈴

木

勇
治

・

ぼ

中

村
昇

・

③
恩

田

利

平

・

㈲

鰐

部
照

明

・

㈲
石

井

浅

五

郎
・
(
あ

づ

ま
7
)
繁

田

輝

和
・

図

吉

野
勝

マ
野

菊
野

団

地

・

広

瀬

謙

百

八

柱
自

治

会
・
・・
園
田

真

▽
み

な

づ

き
町

会
:

古

屋

章

男
〔
明

第

二

地

区

〕

▽
上

本

郷

…
印

沢

田

裕

・
口

鈴

木
千

之

助

・

倒

澤
田

功

マ

松

郷

町

会

…
染

谷

清

マ

北
松

戸

…
染

谷
孝
一
南
花
島
・
=
山
口
正
夫
・

吉

岡

録
平

・

渡
辺

孝

・

鷲

見

銀

治

マ
竹

ヶ

花

…
印

石

橋

巌

・
J

天

野
康

郎

・
即

松
川

正

ワ

樋
野

口
野
本
克
美
マ
古
ヶ
崎
新
田

・
:
鈴
木

重

光

マ

古

ヶ
崎
・
=
(東
)

飯
沼

冽

・
(
本
田

一
)
森

谷

久

・

(
本
田

二
)
久

保
田

伊

勢
夫
・
(
本

田
三
鈴
木
孝
一
栄
町
・
・
山

蟻

坂

昭
平

・

ぼ

鈴

木
武

・

闇

斉

藤

米

蔵

・
㈲

秋

山

淳
子

・

闇

倉

持

貞

雄

・
㈲

倉

持

清
・

圀

渡

邉

操

・
㈲

吉

岡

昭
・
(
西
)
戸

張

学
・

(
坂
川
)
吉

岡

健

次

〔

矢

切

地

区

〕

マ
上

矢

切
・
・
山

浮

ヶ
谷

喜

好

・

闇

斉
藤

直

三

・
闇

屋

比

久

礼
治

マ

中
矢

切
・
=
剛

阿

部
彦

助

マ
下

矢
切
・・
由

石

綿

勇

・
②

高

安
善

治

・
闇

鈴
木

元

利

マ
下

矢

切
栄

町
・
:
深

山

勝
義

・
(
睦

会
)
宮

下

友
利
・
日
松
会
)
上
田
實
・
(
若

葉

町
)

渡

辺

和

雄
マ

栗

山
=
由

岩

佐

敏

雄

・
闇

渡

辺

孝

マ
三

矢

小

台

三
丁

目

…
根

本

守

マ
大

橋

三

南
)
網

代

亀
太

郎

・
(
東
)
森

豊

高
マ

郊

外
大

橋
・
:
本
田

和

雄

マ
柿

ノ

木

台
・・
・
川

村

政

雄
・

原

田

秀

兼

▽

二
十

世
紀

が
丘
・
・・
松

本
廣

四

郎

マ

中
松

町
・
:
小
田

嶋

泰

彦
マ

小

山

台

…
菊

谷

眞

三

郎

〔

東

部

地

区

〕

マ

紙
敷

新

田

…

湯

浅
泰

明

マ

紙

敷

中
内

薄

浦
・・
・
湯

浅
岩

雄

マ

紙

敷

向
新

橋
・
:
湯

浅
正

己

マ

和

名

ヶ
谷

…
浮

ヶ

谷

實

マ
大

橋
・・
・
織

田

豊
四

郎

マ

秋
山

…
石

井

広
治

マ

秋
山

団

地

…

磯

永
松

雄

マ

高

筱
新
田
:
山
室
一
雄
マ
高
塚
団

地
・
=
新

藤

千

鶴

子

・
佐

竹

悦
子

マ
河

原

塚
・
=
剛

飯
沼

和

雄

・

ぼ

増
田

進
・
(
南
)
高

橋

清
・
(
南

山
)

増
田

尚
志

マ
梨

香

台
団

地
・
:
伊

東

典
男

・
萬

年

實

〔

馬

橋

地

区

〕

マ

馬

橋
上

宿

…

緑
川

信

武

マ
馬

橋

中

宿

…

東
風

正

雄
マ

馬

橋
下

宿
・
:
小
川

理

平

マ
馬

橋

前

田
・・
・

穐

谷

正

義
マ

馬

橋
坂
=
・
鈴

木

一

雄

マ
馬

橋
北

…

佐

野
男

三

マ
馬

橋

西
=
・
大
川

由

松

マ

中
根
・・
・
小

川

光

次

マ
新

作
・
・・
山

石

井

勇

・

口
立
澤
す
ゞ
子
・
闇
米
盛
房
枝

マ

三

ヶ
月
・
・・
馬

場

烝
治

▽

幸
谷

・
:
花

島
巌

マ

中

和

倉
・
・
由

恩
田

忠

治

・
口

原

田

道
男

・

③

香
取

秀

雄

マ
ハ

ケ
崎
・
・・
片

桐

賢

太

郎

マ
ハ

ケ

崎
新

町

…
岡

村

勝

人

マ

龍

房

台
・
=
松

井

久
子

〔

常

盤

平

地

区

〕

マ

常
盤

平
・
・
比

丁

目
)
中

葉

佑

幸

・
(
二

丁

目
)
山

田

耕

作
・
(
三

丁

目
)

星

野

和

央
・
(
四
丁

目
)

武
田

敏
男
・
(
五
丁

目
)
野

口

登
・

(
六
丁

目
)
伊

東
正

義
・
(
七
丁

目
)

石

井

庄

次

郎
・
(
双

葉
町
)
長
嶋

己

次

男
・
(
陣

屋
前
)
三

好

健

夫
・

(
西

窪

町
)
安
蒜

松

市

・
(
柳

町
)

高
橋

正

雄

▽

金

ヶ
作
・
:
小

嶋
眞

マ

佐
野

…
小

暮
一

助

マ

門

前
・・
・

飯
沼

誠

マ
日

暮
=
・
飯

沼

治
・
(
七

丁

目
)

稲

葉
要

一

マ

千

駄

堀
・・
・

吉

野

寅

二
郎

・
(
来
葉
)
金

子

義

之

・
(
新
山
)
根

本

光

雄
・
(
八

景

台
)

草

間

昭

マ
牧

の

原

団

地
二

街

区

住

宅

…
今

井
公

行
マ

牧

の

原

団

地

一

街
区

住

宅
・・
山

田

中

清
二

・

闇

熊
田

一

夫

・
闇

児

玉

俊
一

万
か

ぶ

と
山
=

古

沢
芳

男

マ

牧
の

原

一
丁

目
・
:
杉

本
孝

通

マ

牧

の
原

二

丁

目
・・
・
桑
原

敏

彦

〔

五

香

六

実

地

区

〕

マ
五

香

三

西
町
)
菊

池

和

美
・

(
駅

前
)
弓

削

竹

次
郎

・
(
本
町
)

米
山
永
喜
・
(
元
町
)
山
崎
照
雄

(
東
町
)
斎
藤

清

・
(
南

町
)
松
田

一
・
(
北
丘
)
牧
野
弁
三
・
(
新

町
)
保
科
龍
ニ
マ
牧
の
原
東
…

梅
澤
進
六
実
・
=
石
井
正
治
・

川
井

祿

郎
・

正
田

勝

太

・

岡
本

和
久
・
富
澤
凡
一
・
石
井
清
・

石

井

豊

吉
・

井
上

一

マ

串

崎

新

田
2

…
田

中

実

マ
串

崎

南

…
森

谷

高
雄

▽
松

飛

台
…

梅
田

正

継
・

瀬
谷
徹
・
封
比
地
静
一
・
田
辺

和
夫

・

安

西

和
子

▽

泉

ヶ
丘
・
・・

佐

川

正

長

マ

松
飛

台

三

北
)
中

嶌

嘉

▽

高

柳
・
:
島

村

朋

典

マ
や

な

ぎ
・
=
早
乙

女
幸

三

▽

松
飛

台

犬
防
衛
庁
)
斉
藤
清
一
六
高

台
・
:
(
サ
ン
ハ
イ
ツ
)
河
津
伸
行
・

中
嶌
勝
一
・
(
三
丁
目
)
米
山
八

千

代

〔

常

盤

平

団

地

地

区

〕

マ

常

盤

平
団

地
=
出

新
国

安

男

・

大

浜

勇

雄
・

森

本

進
・

本

間

昭

八

・

恋
中

沢

卓

実

・
西

川

仲

蔵

・

市
毛

浅

子
・
閣

細
貝

久
彌
・

石

ゆ

き
え

・

㈲

山
田

優
・

小

林

ス

イ

・
北

津
久

子
・
新
田

勝

義
・

（
市
街
区
)
岡
本
泰
代
・
(
駅
前

市

街
区
)

渡

辺

美

知
子

〔

小

金

地

区

〕

マ

小

金
三

上

町
)
花
野

井

弘

・

(
本

町
)
石

渡

武

・
(
八

坂

町
)
田

嶋

利

雄
・
(
宮
元

町
)
竹

内

能
一
・

(
中
町
)
築

田

隆

・
(
下

町
)
鈴

木

義

雄

・
(上

総

町
)
佐

久

間
紘

一
・

(
清
志

町
)
吉

田

収

マ
ニ

ツ

木

…

剛

林

克
忠

・

ぼ

吉
野

寿
作

マ

大

谷

口
=
・
大

熊

義

治

・
(
北
)
岩

本

公

子

・
(
南
)
柴
田

俊

夫
マ

大

金

平
:

山

小

野

和

哲

・
恋

塙

実

・

即

伊

藤
昌

市
・
山

小
川

皓

一
郎
・

邸

庭
田

英

▽

中

金

杉
・・・
大

熊

猛

▽

幸

田
:

夫

野

昭

成
・
(
富

多

葉
)

中
溝

良

一

マ

平
賀
・
=
谷

口

貞

実
ヤ

殿

平

賀
・
:
月

見

里

群

次

・
(
南
)
藍

川

竹
男

ワ
東

平

賀

・
:
嶋
根
正
義
・
(
北
)
岡
野
忠
雄

(
城

町
)
宇

野

寅

雄

▽

久
保

平

賀

・
:
中
山
一
三
根
木
内
城
山
・
:

細
山
英
輔
▽
北
小
金
ハ
イ
ツ
・
:

石

原

順
二

〔

小

金

原

地

区

〕

マ

根

木
内

…
松
丸

武

雄
マ

栗

ヶ

沢
:
山

口

元

良

マ
小

松
園

自

治

会

…

高
橋

宏

マ
ハ

ヶ

崎
福

寿

台

=・
伊

藤
昭

三

マ
小

金

原
=

山

苗

村

昭
男
・
個

高

岡
輝
・
閣

竹

内
正

男
・
㈲
渋
谷
正

吉
・
閤
宇
佐
見

靖
治
・
㈲
山
本
銀
市
・
(
閇
東
)

竹
内
一
真
・
(
口
西
)
恩
田

伸
・

㈲
大
沢
武
雄
・
閣
荒
川
六
郎
・

澁
谷
新
太
郎
マ
小
金
原
団
地
j

(
6
-
7
地
区
)
木
村
正

男
・
(
6

1
9
地
区
)
渡
辺
勲
・
(
7
-
1

地
区
)

村
尾
泰
一
▽
小
金
原
事

業
団

…
菅
野
利
光
マ
小
金
原
団

地
・
=飯
島
之
子
・
佐
々
木
フ
ミ
・

細
川
義
勝
・
佐
野
ト
ヨ
・
入
江

咲
枝
・
佐
野
孝
喜
・
石
原
潔

〔
新

松

戸

地

区

〕

▽
馬
橋
・
:
(み
ど
り
)
佐
南
谷
周

祐
・
(
中
央
)
大
川
勇
・
(
寿
一
)

鹿
田
清
之
・
(寿
二
)
古
姓
昭
郷
・

(
寿
三
)
八

十
岡

忠
次

郎
・
(
住

吉
)

佐
藤
忠
一
郎
マ
七

右
工
門

新
田
…
宮
田
秀
雄
マ
旭
町
・
:横

山
定
敏
マ
主
水
新
田

…
中
村
秀

雄
マ
小
金
下
谷
・・・
恩
田

謙

百

ゆ
う
か
り
・
ご
鈴
木
淳
一
三
村

新
町
・
:飯
塚
博
マ
虹
の
街
・
:佐

藤
総
作
マ
南
新
松
戸
・
:張
替
寛

マ
横
須
賀
・
:萩
原
守
マ
新
松
戸

三
フ
ァ
ミ
ー
ル
ハ
イ
ツ
)
柏
田

勇
作
・
二

丁

目
)
柳
田
豊
・
(二

丁

目
)
千
見
寺
陽
・
(三
丁
目
)
宮

井
嘉
則
・
(
四
丁
目
)
小
菅
惇
・

(
五
丁

目
)
高
橋
尚
之
・
(

六
丁

目
)

高
橋
清
市
郎
・
(
七
丁
目
)

田
中
康
裕
▽
サ
ン
ラ
イ
ト

パ
ス

ト
ラ
ル
・
:
(
壱
番
街
)
岩
本
光
雄

(
弐
番
街
)
草
皆
は
つ
代
・
(参
番

街
)

嶋
野
周
治
・
(コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
五
番
街
)
佐
藤
由
蔵
・
(
六
番

街
)
清

水
貞
行
・
(七
番
街
)
三
浦

長
夫
・
(
八
番
街
)
幡
野
建
太
郎

マ
新
松
戸
・
・
・
(
南
パ
ー
ク
ハ
ウ

ス
)
前
田
勲
・
(
東
パ
ー
ク
ハ
ウ

ス
)
中

嶋
幸
四
郎
・
(中
央
パ
ー

ク
ハ
ウ
ス
)
笹
岡
廣
明
・
(
西
パ

ー
ク
ハ
ウ
ス
)
渡
辺
泰
助
マ
新

松
戸
ハ
イ
ツ
・
:
高
橋
政
男
マ
パ

ー
ク
ハ
ウ
ス
新
松
戸
3
1
1
…
賀
来

宏
和
▽
新
松
戸
東
・
:花
島
周
吉

=
敬
称

略
=

遺

児

手

当

該

当

す

る

人

は

申

請

を

市

内

在

住
で

、

父

母
の

一
方

、

両

親

と
死

別

し

た

児

童
(

中

学

校

卒

業

ま
で
)

を

扶

養
し

て

い

る
人

に

支
給

さ
れ

る
手

当

で

す

。

※
受

給

中
の

人

は

手

続
き

不

要

申

請
に

必
要

な

も
の

認

め

印

・
世

帯

全

員
の

住

民
票
(
本

籍

記

載

・

一
ヵ

月
以

内

発

行
)
・
遺
児

の

戸

籍

謄

本
(

一
ヵ

月
以

内

発

行
)
・
申

請

者

名
義

の

預
金

通

帳

(
郵

便

局

を
除

く
)
の

表
紙

の

コ

ピ

ー

手
当

月
額

児

童

一
人

に

つ

き

、

片
親

と

死

別

―
五

千

五

百

円

、

両
親

と

死

別
=

一
万

五

百

円

受
付

期

間

随

時
(

申

請

の

翌

月
か

ら

支

給
)

支

給

月

8

・
1
2
・
4

月
(
年
三

回
)

蠢
援

護

課

援

護
係

市

立

病

院

・

神

経

内

科

外

来

が

休

診

医

師

が

学

会
に

出

席

の
た

め

、

6
月
9

日

團

Å
1
1
1
1

一
日

應

の
間

休

診
と

な

り

ま

す
。

蠢

市
立

病

院

神
経

内

科

外
来

四

6
3
-
9
?
1
7
r
内

線
1
1
Q

り
？
}

番中

途

失

明

者

の

た

め

の

「

更

生

生

活

相

談

室

」

を

開

設

し

て

い

ま

す

平

成
6

年
3

月
3
1
日

ま
で

の

毎

週

水

曜
日

、

午

前
1
0
時
~

午

後
4

時

会
場

千

葉

県

視
覚

障

害

者

福

祉
協

会

♀

葉

市
稲

毛

区

小

仲
台

五
-

八
-

五

、
J
R

稲

毛

駅
か

ら

徒

歩

約
十

分
)

黯

肋

千
葉

県
視

覚

障

害

者
協

会

四
0
4
3よ
J
-
3
5
7
4

番

図

書

館

が

休

館

し

ま

す

6

月
1

日

㈹

～
1
4
日

㈲

の

間

特

別

整
理

期

間

の

た
め

、

市

立

図

書

館
は

本

館

・
分

館

・
み

ど

り

号

と
も

休

館

し

ま
す

。

蠢

市

立
図

書

館

烹
-
-
5
1
1

5

番

高

齢

者

無

料

職

業

紹

介

所

等

の

業

務

日

が

変

更

高
齢
者
無
料
職
業
紹

介
所
と

高
齢
者
能
力
開
発
情
報
セ
ン
タ

ー
は
、
6
月
1
日

㈹
か
ら
日
・

月
曜
日

が
休
業
日
と
な
り
ま
す
。

業
務
日
時
火
曜
日
卜
土
曠
日
、

午
前
9

時
~
午
後
4
時
3
0分

圜
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
・

高
齢
者
能
力
開
発
情
報
セ
ン
タ

ー
(
市
民
会
館
三

階
)
e
6
5
-

4
7
1
2

番

建

築

物

実

態

調

査

に

ご
協

力

く

だ

さ

い

建
築
物
や
住
宅
の
建
築
状
況

な
ど
を
調
査
し

、
住
宅
行
政
等

の

基
礎
資
料
と
す
る
「
平
成
5

年
度
建
築
物
実
態
調
査
」
を
行

い
ま
す
。
6
月
1
0日
閑
～
3
0日

伽
の
間
に
、
調
査
員
が
伺
い
ま

す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

圜

建
築
指
導
課
庶
務
係

5
/
3
0
㈲

市

税

の

収

納

を

行

い
ま

す

5
月
3
0日
㈲
、
午
前
9

時
～

午
後
4

時
の
間
、
市
役
所
収
納

課
と
各
支
所
で
市
税
の
収
納
を

行
い
ま
す
。

蠢
収
納
課

結

婚
5
0
周

年

金

婚

の

ご
夫

婦

に

お
祝

い

品

を

贈

呈

対
象
昭
和
1
8年
9

月
1
日
~

1
9
年
8
月
3
1
日
の
間
に
結
婚
し
、

市
内
在
住
の
夫
婦
と
も
に
健
在

の
人
※
本
人
の
申
請
に
よ

り
贈
呈
し

ま
す
。
お
知
り
合
い
で

該
当

す
る
人
が
い
ま
し
た
ら
、
教

え
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

惠
6
月
1
8
日
面
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
二
人
の
氏
名
・
電

話
番
号
・
結
婚
年
月
日
・
町
会

名
を
記
入
し
、
〒
2
7
1
松
戸
市
本

町
一
四
-

二
松
戸

第
一
生
命
ビ

ル

内
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

(
{
1
6
8
-
0
5
0
3番
}
へ



情報チャンネル

催

し

物

松

戸

女

声

合

唱

団

演

奏

会

5
月
2
3日
囲
午
後
2

時
開
演

会
場
市
民
会
館

費
用
八
百
円

内
容
「
三

善
晃
の
世
界
」
・
「
水

の
い
の
ち
」
・
「
世
界
の
歌
」

憖一
根
本
{一一
6
3
-
8
0
2
8

煎

茶

サ

ー

ク

ル

体

験

入

門

5
月
2
6日
圉
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ

ー

費
用
五
百
円

内
容
お
い

し
い
お
茶
の
入
れ
方

悪
小
金
原
煎
茶
サ
ー
ク
ル
・
渋
谷

昔
4
5
1
0
4
8
5
番

劇

団

ひ

ま

わ

り

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

「

小

さ

い

魔

女

」

6

月
1
9一
日

市

午

後
3

時

・
6

時

開

演

会

場

市

民
会

館

費

用

千

五
百

円
(

四

歳
以

占

憇

松

飛
台

学
童

保

育

所
・

増

本

豊
8
7
1
叭
)
(‥ご
7
Q
)

チ

ェ

チ

ー

リ

ア

ー
コ

ン

サ

ー

ト5

月
3
0
日

㈲

午

後
2

時

開

演

会

場

市
民

劇

場

費
用

五

百

円

内

容
コ

ー
ラ

ス

と

独
唱

葱

阿

部

容
6
2
-
2
2
5
8

番

市

制

施

行
5
0
周

年

記

念

「
福

祉

の

ま

ち

づ

く

り

音

頭

」

振

り

付

け

発

表

会

6
月
1
日

㈹
午

後
1
時
～
3

時
4
5分

会
場
運
動
公
園
体
育

館茴
市
社
会
福
祉
協
議
会
登
6
8
-

0
5
0
3

番

な

ん

で

も

相

談

日

5
月
3
0日
㈲
午
前
1
0時
~

午

後
3
時

会
場
伊
勢
丹
松
戸
店

十
一
階

内
容
法
律
・
税
金
・

不
動
産
・
教
育
な
ど
(

弁
護
士

な
ど
専
門
家
が
相
談
相
手
で
す

脛一
松
戸
商
工
会
議
所
容
6
4
-
3

1
1
1

番

人 口 と 世 帯(5 月1 日現在)

○人口462,650 人( 十1,736)

男235,483 人( 十827)

女227,167 人( 十909)

○世帯170,697 世帯(十1,600)

※タイトルが色刷りのものは、
市の主催です。

市役所 ・支所

連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061

再

生

自

転

車

を

販

売

受
付
日
時
5

月
2
1日
窗
午
前

9
時
～
午
後
3

時
、
2
2日
出
午

前
9

時
Λ
1
1
1
1

一
時

抽
選

・
販
売

日

時
5
月
2
2日

出
午
前
1
1
1
1

一
時
か

ら

会
場
生
き
が
い

福
祉
セ
ン

タ
ー
(
金
ヶ
作
二
七
七
-

四
)

台
数
・
価
格
四

十
台

二

台
七

千
円
～
一
万
一
千
円

交
通
五

香
駅
東
口
か
ら
新
京
成
バ
ス
「
小

新
山
行
き
」
ま
た
は
「
柏
陵
高
校

行
き
」
で
、新
栄
町
入
口
下
車
(五

香
駅
午
前
9
時
2
1分
・
3
0分
、

1
0時
4
分
発
が
あ
り
ま
す
)

※
抽
選
日
当
日
(
2
2日
)

は
、

五
香
駅
東
口
午
前
1
0時
2
0分

発
の
事
業
団
マ
イ
ク
ロ

バ
ス

を
運
行
し
ま
す
(
迎
え
の
み
)
。

※
駐

車

場

が
あ
り

ま
せ

ん
の

で

、
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

黯
生
き

が
い
福
祉
事
業
団
昔
8
4

1
3
1
9
1

番

4
H

ク

ラ

ブ

野

菜

即

売

会

5
月
2
9日
出
午
前
9

時
～
午

後
4

時
3
0分

会
場
J
A
(

農

協
)
五

香
支
店
前

茴
恩
田

登
4
1
-
3
8
8
9
番

松

戸

さ

つ

き

会

花

季

展

示

会
5
月
2
5日
㈹
~
3
0日
㈲
午
前

9
時
~

午
後
5

時

会
場
運
動

公
園
体
育
館

費
用
無
料

靉
鈴
木

登
4
1
-
3
3
0
7
番

松

戸

つ

く

し

養

護

学

校

バ

ザ

ー6
月
5

日
出
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
松
戸
つ
く
し
養
護
学
校

※
バ
ザ
ー
へ
の
物
品
の
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

憇

松
戸
つ
く
し

養
護
学
校
P
T

A
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

容
8
9
-

2
4
9
7

番

〔
5
月
2
4日
㈲
~

6
月
3
日
困
の
、
午
前
9
時
~

午
後
2

時
〕

※
5
月
2
5日

㈹
は
休
校
で
す

。

「県民の日」東葛飾地域行事

行 事 名 東葛ふるさとフェフフ 東葛飾地域福祉フェスティバル

日 時 6/6( 日) 午前11時30分~午後4 時

会 場 松戸駅西ロデッキ・東西連絡通路 松戸駅市民ギャラリー

内 容

東葛飾地域市・町・地元企業、

農家生活改善研究会による地域

特産品などの展示、即売

東葛飾地域各市町社会福祉協議

会による福祉展示コーナー・体

験コーナー・バザー 世界身体障

害者芸術家協会絵画展など

費 用 無 料

問い合わせ

東葛飾支庁

総務課Q61-2175 番 社会福祉課O61-40 アフ番

第22回稔台文化祭

展 示 催 し 物 会揚

5/22( ±)・23(日)

匐道・盆栽

5/23(日)芸能発表会

俳句大会☆
稔台
市
民
セ
ン

タ
|

5/27 附~30(日)
絵画・かな書道

5/30( 日)囲碁大会☆

(昼食付き)

茶道お点前
社交ダンス

5/29C 土)・30(日)
生け花・児童画

☆
の
催
し
物
は
会
費
千
円

匣
豊
田
昔
6
4
-
5
7
0
2
番

常盤平春の文化祭

日 時 内 容 費用 会場

5/22 出

23(日)

午前10時

~午後5 時

花・手芸・木目込な

どの展示
無料

常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
|

5/23( 日)

午前10時

~午後3 時

チ ャ リ テ ィ ー

お 茶 席
100円

午後6 時30分

~8 時30分

チ ャ リ テ ィ ー
ダ ン スパーティ ー

800円

瓢
鶴
丸
昔
8
7
-
1
5
6
9
番

保
健
衛
生

歯

の
健
康
チ

ェ
ッ
ク

6
月
5
日
出
午
後
1
時
3
0分

~
3
時

会
場
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー

対
象
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お

年
寄
り
ま
で

費
用
無
料

※
ご
来
場
の
方
に
歯
ブ
ラ
シ
を

差
し
上
げ
ま
す
。
車
で
の
ご

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

憇
健
康
管
理
課
保
健
計
画
係

M
M
R
(

麻

し

ん

・

お

た

ふ

く

か

ぜ

・

風

し

ん
)

予

防

接

種

中

止

の

お

知

ら

せ

4

月
2
7
日

付

け

で

厚

生

省
か

ら

通

知

を

受
け

、

松

戸

市
で

も

M
M
R

の

予
防

接

種

を

中
止

す

る
こ

と
に

な
り

ま

し

た
。
ま
た

、

お

た

ふ

く

か

ぜ
単

独

接

種
に

つ

い

て

も

、

当
分

の

間

見

合
わ

せ

る
こ

と
に

な
り

ま

し

た
の

で

、

お

知

ら
せ

し

ま

す

。

黯

保

健

衛

生
課

予

防

衛

生
係

麻

し

ん

予

防

接

種

の

お

知

ら

せ対

象

生

後
十

二
ヵ

月
～

七

十

二
ヵ

月

未
満

申

し

込
み

を

す

る
人

麻
し

ん

の

予

防

接

種
を

受

け

て
い

な
い

人

で

、

問

診
票

を

持

つ
て

い

な

い

人

申
し

込

ま

な

く

て
よ

い

人

平

成
4

年
4

月

1

日
~
5

月
3
1
日

生

ま
れ

の

人

に

は

、
6

月

上

旬
に

直
接

問

診

票

を

送
付

し

ま

す
(
5

月
1

日

以

降

に

住

民

登

録

を

し

た

人

は
、必

ず
申
し
込
ん
で

く
だ

さ
い
)
。

匣
ハ
ガ
キ
に
予
防
接
種
名
・
住

所

・

保
護

者
氏

名

・
予

供
の

氏

名
・
子
供
の
生
年
月
日
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て

、
〒
m一
松
戸

市
竹
ケ
花
七
四
上

二
中
央

保
健

セ
ン

タ
ー
内
保
健
衛
生
課
麻
し

ん
係
へ

蠢
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

幼

児

の
腎

炎
・
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
の

早
期

発
見
・
予
防
に
尿

検
査
を

時
期
6
月
下
旬

対
象
昭
和

6
2年
4
月
2

日
~

平
成
2

年
4

月

―
日
生
ま
れ
の

幼
児

費
用

無
料
匣
6
月
1
0
日
附
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に

住
所
・
保
護
者
氏
名
、
幼

児
氏
名
、
幼
児
生
年
月
日
、
電

話
番
号
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松

戸
市
竹
ヶ
花
七
四

上

二
中
央
保

健
セ
ン
タ

ー
内
健
康
管
理
課
尿

検
査
担
当
へ

※
申
込
者
に
は
採
尿
容
器
を
送

り
ま
す

。
認
可

幼
稚
園
・
保

育
所
(
園
)
に

通
所
(
園
)

し
て
い
る
幼
児
に
は
、
幼
稚

園
・

保
育
所
(

園
)
か
ら
採

尿

容

器

を
配

布
し

ま

す
の

で
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

蠢
健
康
管
理
課
業
務
係

お
知
ら
せ

僭

上

公

共

賃

貸

住

宅

の

入

居

者

募

集

募

集

団
地

ガ

ー

デ
ン

ビ
レ

ッ

ジ

柏
(

柏
市

篠

篭
田

四

七

八
-

一
)

戸

数
3
L
D
K

四

十

八

戸
家
賃
十
五
万
円
程
度
入

居

資

格

県
内

在

住

・

在
勤

者

、

同

居

親

族
の

あ

る
人

、
一

定

の

収

入

基

準
以

内

の

世

帯

入

居

予

定
7

月

末

申

込

期
限
5

月

2
3日

㈲

顏

千

葉

県
住

宅

供

給

公

社
業

務

部

管

理

課
{一一
0
4
3
-万一
-
5
1
6

4

番

光

化

学

ス

モ

ッ

グ

に

注

意

日

差
し

が
強

く

、
風

が

弱

い

蒸
し

暑
い

日

に

は

、

光
化

学
ス

モ

ッ

グ

が
発

生

し

ま

す

。
注

意

報

等

が
発

令

さ

れ

た

場
合

は

、

屋

外
で

の

激

し

い

運

動
は

さ

け

て

く
だ

さ

い

。

憇

公

害
課

市

営

住

宅

空

き

家

入

居

者

(
待

機

者
)
募

集

申
込
書
の
配
布
…
6
月
8

日

㈹
~
9
9一日
㈹
の
間
に

住
宅
課
と

各
支
所
で

申
込
受
付
6

月
1
5

日
㈹
~
2
2日
㈹
の
間
に
住
宅
課

で※
詳
し
く
は
広
報
ま
つ
ど
G

月

5
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

憇

住
宅
課
公
営
住
宅
係

移

転

の

お

知

ら

せ

福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー
開
設
準

備
室
と

、
聯
ま
つ

ど
街
と
水
辺

の
緑
化

基
金
が
次
の
と
お
り
移

転
し
ま
し
た
。

福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー
開
設
準
備

室
・
:
松
戸
市
高
塚
新
田
一
二
三

-

匸
二
・
登
飢
-
1
2
5
1

番

餌
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基

金
・
:松
戸
市
千
耿
堀
二
六
九
パ

ー
ク
セ
ン

タ
ー
内
・
e
4
5
-
9

8
4
6

番

式は７月５日彼女

の痰

女王

日だ

から

ね

！

新婚さんこんにちは

栄町 小野田 正幸さ人 淳子さ/し

16のころから8 年間の付き合いでゴー

ルイン。お互いをよく知っているので、

すてきな結婚生活になると思います。



リ
サ
イ
ク
ル
広
場

譲

り

ま

す

〔
家
具
〕
ラ
ッ
ク
い
す
無
料

◆
学
習
机
無
料
◆
四
人
掛
け

食
堂
テ

ー
ブ
ル

・
い

す
一
万

円
◆
ガ
ラ
ス
テ

ー
ブ
ル
五
百

円
◆
ベ
ビ
ー
だ
ん
す
八
千
円

〔
電
気
製
品
〕
石
油
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
五
千
円
◆
オ
ー
プ

ン
タ
イ
プ
ク
ー
ラ
ー
三
千
円

◆
赤
外
線
ス
ト

ー
ブ
千
円

〔
子
供
用
品
〕
幼
児
用
い
す

二
点
無
料
・
五
百
円
◆
乳
母

車
無
料
◆
A

型
ベ
ビ
ー
カ
ー

ニ
点
無
料
・
五
百
円
◆
B
型

ベ
ビ

ー
力
上

一
千
五
百
円
◆

幼
児
用
蚊
帳
五
百
円
◆
子
供

用

手

提

げ
か

ぱ
ん

八
百

円

◆

子

供

用

シ

ョ
ル

ダ

ー

バ
ッ

グ

千

円
〔
ス

ポ

ー
ツ

用
品
・
楽

器
〕
エ

ア

ロ

バ

イ

ク
五

千

円

◆
エ

レ

ク

ト

ー

ン
ニ

点
無

料

・
五

千

円〔
日

用

雑

貨

〕
キ

ャ

ン

プ
用

折
り

た

た

み
テ

ー

ブ
ル

・
い

す
千

円

◆

ア

イ
ロ

ン

台

二

点

二

百

円

・

三

千
円

◆

湯

沸
か

し

機

無
料

◆

ラ
イ

ス

ボ

ッ

ク

ス

三

千

円

◆

グ
リ

ル

付

き

ガ

ス

コ

ン

ロ

無

料
◆

ブ
ラ

イ
ン

ド
二

千

円

◆

英

検
二

級

カ

セ

ッ
ト

ブ
ッ

ク
ハ

百

円

◆

押

す

だ
け

ポ
ッ

ト

二

千
五

百

円

◆

(

ン

ド

バ
ッ

グ

千
円

◆

ぶ

ら

下

が
り

健

康

器

二
千

円

◆

鼻

の

洗

浄

器
一
万

円
◆

八

段

式

ひ

な

人

形

三

千

円
◆

マ

ン

ガ

「

合

戦
日

本

史

」
六

冊

セ

ッ

ト

千

五
百

円
、「
日

本
の

歴

史
」

全

十
六

巻

三

千

五
百

円

写
真
の

足
踏
み
ミ
シ
ン

は
、

無
料
で
す

匣
5

月
2
5日
㈹

【
当
日
消
印

有
効
】
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

希
望
品
名
(
品

物
一
点
に
つ

き
一
人
一
枚
)
、
価
格
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
2
7
1松
戸

市

根

本
三

八

七

―
五
松
戸
市
役
所
消
費
生
活

課
消
費
生
活

係
へ

y
'
{
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽

選
し
、
当
選
者
に
電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は
自

主
交
渉
で

す
。

○

次

回

掲

載

分

に
つ
い
て

品

物
を
譲
り
た
い
人
は
、

5
月
2
5日
㈹
ま
で

に
、
電
話

で

申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

6
月
2
0日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

衣
料
品
・
食
料
品
・
自
転
車

は
扱
い

ま
せ
ん
。
価
格
は
一

万

円
ま
で
で
す
。

消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

盆

養

菊

の

植

え

込

み

講

習

会

5
月
2
3日
㈲
午
後
1
時
～
4

時

会
場
市
民
会
館

費
用

無

料照
千
松
菊
花
会
・
飯
箸

昔
4
1
-

1
0
2
7

番

身

体

障

害

者

の

た

め

の

無

料

運

転

教

習

期
間
三
ヵ

月
(
入
所
日
は
1

月
・
4

月
・
7

月
・
1
0月
の

各

月
初
め
)

対
象
就
職
の
た
め

に
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
し

よ
う
と
し
て
い

る
身

障
手
帳
所

持
者
で
、
公
共
職
業
安
定
所
に

求
職
登
録
し
て

あ
る
人

定
員

各
期
二
十
五
人

費
用
教
習
料

無
料
(

検
定
料
な
ど
自
己
負
担

約
三
万
五
千
円
)

宿
舎
身
障

者
専
用
宿
舎
(

有
料
)

固
身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発

訓
練
セ
ン

タ
ー
(
埼
玉
県
新
座

市
堀
ノ
内
ニ

ー

ー
-
四
六
)

昔

0
4
8
-
4
8
1
-
2
7
1
1

番

ト

レ

ー

ニ

ン
グ

機

器

操

作

講

習

会

5
月
2
9日
出
午
後
1
時
3
0分

~
3

時
3
0分

会
場

青
少
年
会

館
樋

野

口
分

館

費
用

無

料

対
象
高
校
生
以
上
の
男
女
(

三

十

歳

未
満
の

青

少

年
優

先
)

定
員
先
着
二
十
人

持
ち
物
運

動
着
・
上
履
き

圃
電
話
で

青
少
年
会
館
(
本
館
)

音
4
4
-
8
5
5
6
番
へ

手

芸

教

室

6
月
1
2日
出
午
後
1
時
か
ら

会
場
市
民
会
館

内
容
コ

サ
ー

ジ
ュ
の
作
成

対
象
小
学
校
四

年
生
～
中
学
校
三
年
生
・
先
着

四
十
人

持
ち
物
は
さ
み

費

用
無
料

匣
6

月
4
日
窗
ま
で
に

、
電
話

で

松
戸
市
青
少
年
相
談
員
連
絡

協
議
会
事
務
局
(
こ

ど
も
課
内
)

へ

初
級
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
教
室

日 時 内 容 費用 定員 会場

6/1C 火)

i

小

開講式・講義

テキ
ス
ト

代八
百
円

先着:

市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

2團

実 技

8(火)

15(火)

16團

21側

22(火) 講 義

29(火)
実 技

3卵
7/6C 火) 講 義

7C水)
実 技

13(火)

14困 実技・閉講式

匣]5/2180~25( 火)〔土・日 曜日を除く 〕の間に、

電話でボランティフフセン ター酋62-5963 番へ

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ
メ

ン

ト

特

別

講

座

5
月
3
0日
面
午
前
1
0時
～
午

後
1

時

会
場
馬
橋
東
市
民
セ

ン
タ
ー

費
用
二
千
円

蠢
フ

ロ
ー
ラ
ル

ア
ー
ト
花
の
友

の
会
・
阿

部
登
4
7
-
8
9
3
9

番県

民

の

た

め

の
C

型

肝

炎

医

療

講

演

会

5
月
2
9日
出
午
後
2

時
開
演

会
場
船
橋
市
東
部
公
民
館
（
Ｊ

R
津
田
沼
駅
北
口
)

講
師
東

芝

病

院

院

長
・
金

井

弘
一

氏

内
容
C

型
肝

炎
と
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ロ
ン
療
法

費
用
三
百
円

憖一
千
葉
県
肝
臓
友
の
会
登
0
4

7
4
-
6
9
-
3
2
2
2

番

み

ど
り
の
教
室

「
チ

ョ
ウ

の
世
界

」

6
月
5
日
出
午
後
2
時
3
0分

~
4
時
3
0分

会
場
2
1世
紀
の

森
と
広
場
内
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

講
師
相
模
台
小
学
校
教
諭
・
白

川
邦
臣
氏

対
象
小
学
校
四
年

以
上
の
人
・
先
着
四
十
人

費

用
無
料

圃
電
話
で
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
登

4
5
-
8
9
0
0番
へ

5

月
2
1

日

應

～
3
1

日

囲

は

家

内

労

働

旬

間

で

す

。

柏
労
働
基
準
監
督
署
{
一
一
〇

4
7
-
1
6
3
1
0
{
/
}
4

″`

.
ｙ
番

講
座
・
講
演

平
和

講
演
会

5
月
3
0日
収
午
後
2
時
開
演

会
場
牧
野
原
小
学
校

講
師
松

谷
み
よ
子
氏

圃
整
理
券
は
電
話
で
、
新
日
本

婦
人
の
会
松
戸
支
部
さ
る
び
あ

班
昔
8
8
-
8
6
3
6番
へ

音

楽

の

広

場
(
合

唱

講

座
)

5
月
2
5日
㈹
午
後
1

時
3
0分

~
3

時
3
0分

会
場
市
民
劇
場

費
用
初
回
の
み
テ
キ
ス
ト
代
二

千
七
百
円

頸
社
会
教
育
課
市
民
文
化

係

団

体

指

導

者

研

修

会

5
月
2
2日
出
～
2
3日

収

二

泊
二
日
)

場
所
手
賀
の
丘
少

年
自

然
の

家

費
用

三
千

円

対
象
少
年
団
体
な
ど
の
指
導
者

内
容

講
義
・
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ

ヤ
ー
な
ど

黯
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

一`

0
4
7
1
-
9
1
-
1
9
2
3

番

一

般
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成

教
室
(

初
級
)

対
象
市
民
・
先
着
三
十
人

費

用
無
料

匣
5

月
2
1日
應
~
2
6日
困
〔
土
・

日
曜
日
を
除
く
〕
の
間
に
、
電
話

で

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
昔

5
2
-
5
9
6
3
番
へ

期日 内 容 時 間 会場

6
/
1砠

・開講式

・ボランティアの心

(ボランティアを始

めるにあたって)
午後1 時30分

?

3 時30分

市
社
会
福
祉
協
議
会

15C 火)

・車いすの扱い方

・ガイドヘルプにつ

いて

1咄 ・老人介護について

17㈲

1臘

・特別養護老人ホー

ム「南花園」体験

学習(1 日体験)

午前10時

?

午後3 時

南
花
園

21(月)

・福祉映画

一社会福祉協議会に

ついて

・閉講式

午後1 時30分

?

3 時30分

市
社
会
福
祉
協
議
会

家
庭
看
護
教
室

日時 内容

6/4 廁

午後1 時

~4 時

オリエンテーション

家庭看護の心構えなど

11吻 家庭看護の実際Nq1

1朏 家庭看護の実際Nq2

25廁
午前9 時30分

~午後2 時
高齢者の栄養と食事

7/2 廁
午前9 時30分

~午後5 時

特別養護老人ホーム

「緑風園」の見学実習

8附
午後1 時

~4 時

いざというとき役立つ

福祉制度など

修了式

会場

松
戸
保
健
所

緑
風
園

松
戸
保
健
所

定
員
先
着
二
十
五
人
(

男
性

歓
迎
)

匣
5
月
2
5
日
㈹
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
・
参
加
動
機
を
記
入

し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七

松
戸
保
健
所

保
健
指
導
課
(

登

6
1
-
2
1
2
1
番
)
へ

講

演
会
「
子

育

て

卜
-

ク

9
3」6
月
1
0日
午
前
1
0時
~
正
午

会
場
青
少
年
会
館

内
容
浜
島

代
志
子
氏
「
娘
と
私
-
生
き
る

喜
び
と
感
動
の
表
現
と
し
て
の

舞
台
」

費
用
八
百
円
(
茶
菓

子
付
き
・
託
児
若
干
名
あ
り
)

頽
お
は
な
し
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
・

山
川
登
4
5
-
0
4
1
1番

ス
ポ
ー
ツ

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

教

室

5
月
3
0日
㈲
午
前
9

時
~
正

午

会
場
六
高
台
ス
ポ
ー・
ツ
広

場

費
用
保
険
料
一
人
百
円

圃
当
日
会
場
で

顏
体
育
指
導
委
員
・
野
中
登
8
7

-
4
4
3
8

番

松

戸

市

家

庭

婦

人

テ

ニ

ス

協

会

ク

ラ

ス

別

大

会

6
月
1
4日
側
・
2
1日
側
・
2
8

日
囲

学

備
日
)
、
午
前
9

時

~
午
後
5
時

会
場
栗
ヶ
沢
公

園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

対
象
市
内

在
住
・
在
ク
ラ
ブ
の

家
庭
婦
人

費
用
ペ
ア
で
一
般
二
千
円

、
会

員
千
五
百
円

惠
6
月
3
日
困
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

参
加
ク
ラ
ス
(
A

・
B

・
c
)

を
記
入
し
て

、
〒
2
7
0
松
戸

市
小

金
原
ニ
ー
ニ
○

圭

一
四
飯
島
徳

子
(
0
4
4
-
3
2
3
2

番
)
へ

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

ク

ラ

ブ

対

抗

戦6
月
2
7
日

収

二
~

三

部
〕
、

7
月
4
日
㈲
〔
四
上
〔
部
〕
会
場

運

動
公

園

体

育

館

内

容

団

体

戦
(
ダ
ブ
ル

ス
)

費
用

一

ク
ラ

ブ

三

千

円
(
シ

ャ

ト

ル

は

持

参
)

惠
6

月
1
3
日

㈲

午

後
ら

時

か
ら

運

動
公

園
会

議

室
で

行

う

組

み

合

わ
せ

会

議
で

黯

松

戸

バ

ド
ミ

ン

ト
ン

協
会

・

長

谷
川
{
一一
4
1
-
7
9
2
5

番

勤

労

者

健

康

体

操

教

室

6

月
1
6
日
~
8

月
2
5
日

ま

で

の

毎

週

水

曜
日

、

午

後
7

時
~

9
時

会

場

婦
人

会

館

対

象

市

内

在

住
の

勤
労

者

・

先

着
三

十

人

費
用

無
料

圉

直

接

ま

た
は

電

話
で

、
ス

ポ

ー
ツ

課

昔
6
3‐
9
2
4
1

番
へ

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

初

心

者

教

室

5
月
2
3日

㈲
・
3
0日
㈲
、
午

後
1

時
~
4

時

会
場
横
須

賀

小

学
校
体
育
館

費
用
無
料

圃
霍
話
ま
た
は
当
日
会
場
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
堀
井
容
4
4

1
9
0
3
5

番

ラ

ー

ジ

ボ

ー

ル

卓

球

教

室

5
月
2
5日
~
6

月
1
5日
ま
で

の

毎
週

火

曜
日
、

午

後
7

時

～
9

時

会
場
大
橋
小

学
校
体

育
館

対

象
一
般
男
女

費
用

無
料

圉

当
日
会
場
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
松
戸
{
。
飢

-
3
0
0
3

番

グ

ラ

ウ

ン

ド
ゴ

ル

フ

教

室

5
月
2
2日
出
午
前
9

時
~

午

後
2
時

会
場
新
松
戸
中
央
公

園
グ
ラ
ウ
ン

ド

費
用
無
料

圉
当
日
会
場
で

黯
体
育
指
導
委
員
・
木
下

音
4
5

-
3
4
2
9

番

成田赤十字病院講習会

赤十字救急法講習会 赤十字家庭看護法講習会

日 時
7/27C 火)~30應

午前8時30分~午後4時30分

6/8( 火)~10困

午前10時~午後4 時

会 場 成田赤十字病院

定 員 30人 20人

費 用 教材費1,000円 テキスト代100円

匝]ハガキに氏名・生年月日・住所・電話番号・職業・

希望する講習会名を記入して、〒286 成田市飯田町90

-1 成田 赤十字病院医療社会事業部00476-22-

2311番) へ

浴
衣
の
着
か
た
と
帯
む
す
び
教
室

6
月
2
日
・
1
6日
の
各
水
曜

日
、
午
後
1
時
~
4
時

会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
二
千
円
(

二
回
岔

顏
小
金
原
文
化
の
会
・
安
達
登

4
3
1冖
n〉
(
χ
)ｑ
)
(癶
)番

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………登66-0010 番

平日・午後5 時~翌朝午前9 時
休日と土曜日・午前9 時~翌朝午前9 時
◆夜間急病診療所…………………S68-3756 番

衛生会館内・毎日午後8 時~午後11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……S65-3430 番

衛生会館内・午後8 時~11時



緑の風をたんのう
オ
ー
プ
ン
し
た

2
1
世
紀
の
森
と
広
場
で

総合公園「21世紀の森と広場」と市立博物館

が、オープンしました。ゴールデンウィーク中

とあって、オープンを待ち望んでいた人たちが、

どっとくり出し、開園後1 週間で約106,000人

(公園調べ) の人たちが新緑の公園をたんのう

しました。

公園では、4 月29日に緑と花のフェスティバ

ルが、5 月2 日には縄文フェスティバル、3 日

には20回目を迎えたこども祭も開がれ、大勢の

家族連れなどでにぎわいました。

オオヨシキリ

褐色の上面 汚白色の下面

とがって見える頭 淡い眉線

全長18cm

翼開長26cm

見られる場所 アシ原

5 月になると南の国から渡って来る夏鳥で、

フフシ原にすみ、雄は縄張りをつくるため、近

くの木の上やアシの穂先で「ケアシ・ケアシ」

と1 日中やかましくさえずっています。

鳴き声から行々子(ぎょぎょし)とも呼ぱ

れ、最盛期には夜もさえずり、雌が来て繁殖

が始まると、だんだん下火になっていきます。

市内のフフシ原が減るにつれ、数が少なくな

り、最近では江戸川の河川敷ぐらいでしか姿

が見られなくなってしまいました。

松戸
の
野鳥

こども祭

縄文フェスティバル

難
し
い
ぞ
・
:マ
ス
の
つ

か
み
取
り

ちびつこ力士にたくさんの声援が送られました

SL はいつも子どもたちに大人気

馬橋 谷さんご一家

新
し
い
公
園
で
こ
ど
も
祭
が
あ

る
と
い
う
の
で
来
て
み
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
広
い
公
園
で
、
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
祭
は
初
め
て
で
す
が
、

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
め
ま
し
た
。

ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

あなたの撮った写真(街の話

題・身近な出来事など)をお寄せ

ください。採用の方には記念

品を差し上げます。

醒広報課

東部クリーンセンターの敷地内に、スポー

ツ・レクリエーションの場としてつくられた

施設です。

野球場・テニスコート ・プール・体育館な

どのスポーツ施設をはじめ、無料開放施設の

わんぱくランド( アスレチック) や子どもの

遊び場( ブランコ・すべり台など) で、家族

そろつて楽しめます。

●利用時間 体育館( 会議室などを含む) …午前

9時~午後9 時、その他の施設…午前9 時~午後

5時( プールは7 ・8 月、野球場は4 月~11月)

●休 業 日 月曜日( 祝日の場合はその翌日)

●交 通 松戸駅西口から国立松戸病院行きバ

スで「スポーツパーク前」下車、または八柱駅前

から東部スポーツパーク行きバスで終点下車

●問い合わせ 東部スポーツパーク091-0944 番

東部スポーツパーク

.,行っ

てみました

施設
案内

仲
間
と
よ
く
テ
ニ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

全
天
候
型
の
コ
ー
ト
で
使
い
や
す
く
、
練

習
用
の
壁
打
ち
も
あ
っ
て
便
利
で
す
ね
。

子
供
を
連
れ
て
ミ
ニ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
に

も
行
き
ま
し
た
。

小 金 田所祐子さん(右)

小金原 米田紀子さん(左)
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